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【手続補正書】
【提出日】平成21年12月25日(2009.12.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　熱膨張係数ＣＴＥが、３．３・１０-6／Ｋ以下であり、重量％で、
ＳｉＯ2　　５８～７０
Ａｌ2Ｏ3　　１７～１８
Ｂ2Ｏ3　　５～１５
ＭｇＯ　　０～９
ＣａＯ　　２～１２
ＢａＯ　　０．１～５
ＳｎＯ2　　０～１
Ａｓ2Ｏ3　　０～２
の組成を有するアルミノホウ珪酸ガラスであって、
　任意の不純物を除き、前記ガラスは、アルカリ酸化物および酸化ストロンチウムを含ま
ず、重量％で、ＳｉＯ2・Ｂ2Ｏ3／Ａｌ2Ｏ3比率が３２ないし３８であり、粘度の常用対
数が４ないし２の範囲、すなわち、粘度が１０4ｄＰａｓないし１０2ｄＰａｓの範囲にお
いて、粘度曲線の平均勾配は、－５．５０・１０-3ｄＰａｓ／Ｋ以下であるアルミノホウ
珪酸ガラス。
【請求項２】
　重量％で、ＳｉＯ2・Ｂ2Ｏ3／Ａ１2Ｏ3比率が、３３ないし３７である請求項１に記載
のアルミノホウ珪酸ガラス。
【請求項３】
　０～１０重量％、好ましくは０～５重量％の紫外線放射をブロックするための酸化物、
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特にＦｅ2Ｏ3、ＴｉＯ2、ＣｅＯ2を有する請求項１または２に記載のアルミノホウ珪酸ガ
ラス。
【請求項４】
　重量％で、ＳｉＯ2／Ａ１2Ｏ3比率が、３．２ないし３．６、好ましくは３．３ないし
３．５５である、請求項１～３のいずれかに記載のアルミノホウ珪酸ガラス。
【請求項５】
　重量％で、
ＳｉＯ2　　５８～７０
Ａ１2Ｏ3　　１７～１８
Ｂ2Ｏ3　　９．５～１１
ＭｇＯ　　１～４
ＣａＯ　　３～６
ＢａＯ　　＞３～４
ＳｎＯ2　　０～１
Ａｓ2Ｏ3　　０～２
不純物　　０．５未満、好ましくは０．１未満
の組成を有する、請求項１～４のいずれかに記載のアルミノホウ珪酸ガラス。
【請求項６】
　前記アルカリ酸化物含有量および酸化ストロンチウム含有量が、いずれも０．１重量％
未満、好ましくは０．０１重量％未満である、請求項１～５のいずれかに記載のアルミノ
ホウ珪酸ガラス。
【請求項７】
　前記熱膨張係数ＣＴＡが３．２・１０-6／Ｋ未満である、請求項１～６のいずれかに記
載のアルミノホウ珪酸ガラス。
【請求項８】
　前記変形温度Ｔｇが７１０℃より高い、好ましくは７１５℃より高い、請求項１～７の
いずれかに記載のアルミノホウ珪酸ガラス。
【請求項９】
　基板ガラスとして、特にフィルタ、ＯＬＥＤ、ＡＭＯＬＥＤ、すなわちアクティブマト
リクスＯＬＥＤ、ＦＥＤ、すなわちフィールド・エミッション・ディスプレイまたはＳＥ
Ｄ、すなわち表面電界ディスプレイ用の基板ガラスについての、請求項１～８のいずれか
に記載のアルミノホウ珪酸ガラスの使用。
【請求項１０】
　ＬＣＤＴＦＴディスプレイにおいて、非自己放射システムにおける平面型画面ディスプ
レイのバックライトを伴うディスプレイにおいて、特に、ＦＦＬ用、すなわち平坦な蛍光
灯用、特に、外部電極を伴うＥＥＦＬシステム用、すなわち外部電極蛍光灯システム用の
コーティングシステムにおける平面ガラスとしての、請求項１～８のいずれかに記載のア
ルミノホウ珪酸ガラスの使用。
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